
護
保
険
の
創
設
に
深
く
関
わ
っ
た
5

人
が
、そ
の
制
度
史
を
ま
と
め
た
。本

格
的
な
検
討
が
始
ま
っ
た
1
9
9
4
年
か
ら

22
年
を
数
え
、確
か
に
社
会
保
障
の
現
状
と
も

比
べ
再
検
証
の
時
期
で
あ
る
。

消
費
税
と
二
人
三
脚

　
「
介
護
保
険
制
度
史
」（
社
会
保
険
研
究
所

刊
）は
7
2
6
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。著
者
は
、大

森
彌わ

た
る・
東
大
名
誉
教
授
、菅
原
弘
子
・
福
祉
自

治
体
ユ
ニ
ッ
ト
事
務
局
長
、旧
厚
生
省
で
法

制
化
に
取
り
組
ん
だ
山
崎
史
郎
、香
取
照
幸
、

稲
川
武
宣
の
各
氏
で
あ
る
。

　

厚
生
省
が「
高
齢
者
介
護
対
策
本
部
」を
設

け
た
の
は
94
年
4
月
。そ
の
直
前
に「
21
世
紀

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」を
公
表
し
、「
新
介
護
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」を
柱
に「
自
立
の
た
め
に
最
適

な
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
」「
費
用
を
国
民
全
体

の
公
平
な
負
担
で
賄
う
」な
ど
と
提
言
し
た
。

　

こ
の
理
念
を
生
か
す
制
度
設
計
と
財
源
確

保
策
は
長
い
旅
に
な
る
。

　

前
史
で
重
要
な
の
は
89
年
に
策
定
さ
れ
た

「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」（
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
10
か
年
戦
略
）で『
新
た
な
局
面
と
政
策
的

な
矛
盾
を
打
開
す
る
契
機
』と
な
っ
た
。消
費

税
3
％
導
入
の
見
返
り
に
計
6
兆
円
も
の
予

算
が
付
き
、サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
は
飛
躍

的
に
上
が
っ
た（
図
参
照
）。

　

さ
ら
に
97
年
度
の
消
費
税
5
％
引
き
上
げ

と
引
き
換
え
に
、ほ
ぼ
倍
増
の
10
兆
円
を
投

じ
る「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」に
衣
替
え
さ
れ

た
。介
護
保
険
施
行
の
00
年
度
か
ら
も「
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
21
」で
補
強
さ
れ
、「
保
険
あ
っ

て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」の
事
態
を
防
ぐ
目
途
が

見
え
始
め
た
の
だ
。

　

現
在
の「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

は
消
費
税
8
％
で
始
ま
っ
た
も
の
の
、次
の

10
％
へ
足
踏
み
状
態
に
陥
っ
た
。財
源
の
裏

付
け
の
有
無
は
決
定
的
な
差
に
な
る
。

　

理
念
を
設
計
に
盛
り
込
む

　

制
度
案
は
乱
立
に
陥
っ
た
。保
険
方
式
で

も
被
保
険
者
20
歳
、40
歳
、65
歳
以
上
で
は
そ

れ
ぞ
れ
に
長
短
所
が
あ
る
。

　

有
力
な
対
抗
案
は「
老
人
保
健
制
度
方
式
」。

医
療
保
険
者
の
拠
出
金
に
公
費
を
加
え
老
人

医
療
費
を
賄
い
、市
町
村
が
給
付
す
る
。こ
の

仕
組
み
に
介
護
を
上
乗
せ
す
る
案
だ
。既
存

制
度
を
活
用
し
、運
営
コ
ス
ト
も
安
上
が
り

だ
が
、財
政
と
事
業（
給
付
）が
分
断
さ
れ
る

介
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ゴールドプラン整備目標

ホームヘルパー
デイサービス
ショートステイ
在宅介護支援センター
特別養護老人ホーム
老人保健施設
ケアハウス
訪問看護ステーション

10 万人
1万カ所
5万人分
1 万カ所
24万人分
28万人分
10万人分
－

17 万人
1.7 万カ所
6万人分
1 万カ所
29万人分
28万人分
10万人分
5000カ所

ゴールドプラン
（90～99年度）

新ゴールドプラン
（95～99年度）

欠
点
を
持
ち
込
み
、『
介
護
を
医
療
の
世
界
に

閉
じ
込
め
る
』。省
内
が「
介
護
保
険
方
式
」で

統
一
さ
れ
る
ま
で『
実
に
1
年
半
以
上
も
か

か
っ
た
』。

　

一
連
の
議
論
に
筆
者
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
接
し
た
が
、理
念
を
制
度
の
骨
格
と

細
部
に
生
か
す
設
計
を
改
め
て
思
い
出
す
。

　
「
負
担
と
受
益
」の
対
応
を
重
視
す
る
考
え

方
は
、『
国
を
保
険
者
と
し
た
り
、保
険
料
を

全
国
一
律
と
す
る
よ
う
な
地
域
特
性
や
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
無
視
し
た
仕
組
み
は
採
り
得
な

い
』。住
民
に
身
近
な『
市
町
村
の「
地
域
保
険

方
式
」が
当
然
の
帰
結
』と
さ
れ
た
。同
時
に

介
護
を
医
療
か
ら
独
立
さ
せ
る『
強
い
信
念
』

が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、要
介
護
認
定
、事
業

者
の
民
間
参
入
等
の
新
た
な
手
法
を
導
い
た
。

　

生
活
保
護
受
給
者
を
医
療
保
険
の
よ
う
に

「
適
用
除
外
」と
し
な
い
知
恵
に
も
感
心
し
た
。

つ
ま
り
保
険
料
は「
生
活
扶
助
」に
上
乗
せ
、

利
用
料
は
新
設
の「
介
護
扶
助
」で
払
え
る
工

夫
で
あ
る
。

　

高
齢
者
が
応
分
に
負
担
し
、権
利
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
基
本
方
針
の
た
め『
給

付
内
容
や
水
準
と
そ
れ
を
賄
う
費
用
総
額
の

見
通
し
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
』。

　

95
年
12
月
に
示
さ
れ
た
将
来
推
計
は
、97

年
度
施
行
を
前
提
に
在
宅
整
備
率
に
よ
っ
て

差
を
設
け
、本
格
施
行
の
05
年
度
7
兆
円
、10

年
度
10
・
5
兆
円（
単
価
伸
び
率
3
％
の
場

合
）。そ
の
後
の
推
移
と
照
ら
し『
驚
く
ほ
ど

正
確
』と
自
負
す
る
。

　

ひ
と
つ
の
時
代
の
区
切
り

　

制
度
創
設
へ
向
け「
介
護
」は
新
聞
紙
面
で

言
え
ば
、家
庭
・
生
活
面
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
政

治
・
経
済
・
社
会
面
へ
大
き
く
広
が
っ
た
。そ

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

れ
だ
け
深
刻
な
問
題
の
例
証
だ
が
、立
案
過

程
で
世
論
喚
起
の
仕
掛
け
や
論
争
を
呼
ぶ
対

立
が
随
所
に
あ
っ
た
。

　

利
害
関
係
者
を
排
し
た「
高
齢
者
介
護
・
自

立
支
援
シ
ス
テ
ム
研
究
会
」に
最
初
の
議
論

を
託
し
た
。そ
の
報
告
書
に
対
す
る「
老
人
保

健
福
祉
審
議
会（
当
時
）」の
反
発
、与
野
党
の

議
論
錯
綜
等
が
社
会
の
関
心
を
引
き
寄
せ
た
。

特
に「
介
護
の
社
会
化
を
進
め
る
一
万
人
市

民
委
員
会
」「
福
祉
自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
」等
の

市
民
運
動
が
、理
念
と
設
計
を
ゆ
が
め
る
動

き
を
時
に
牽
制
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
宿
題
も
残
っ
た
。「
予
防
・
リ
ハ

ビ
リ
」の
議
論
は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。「
地
方

分
権
」の
理
念
も
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
ツ
ケ
を「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」構

築
と
い
う
形
で
払
う
現
状
に
あ
る
。

　

余
談
だ
が
、有
能
さ
か
ら「
Y
K
K
」と
呼

ば
れ
た
著
者
の
山
崎
氏
と
香
取
氏
は
刊
行
後

に
退
官
、介
護
保
険
制
度
施
行
準
備
室
次
長

だ
っ
た
唐
澤
剛
氏
も
内
閣
官
房
へ
転
じ
た
。

一
つ
の
時
代
の
区
切
り
か
も
知
れ
な
い
。
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